
平成 30 年度 学校だより 

星花きらめく 

進路を切り拓く学力・確かな学力を身につける！ 

～授業研究日① 英語科・数学科・保健体育科～ 

学校要覧（星花きらめく）でお示ししたグランドデザインの重点目標の「学力」。今年度は、年 3 回の「研

究日」に授業研究会を行い、指導力の向上、生徒の学力向上を図ります。その第 1 回目として 5 月 30 日（水）

に 3 教科の授業研究会を行いました。 

２年２組 保健体育科「器械運動」 T 先生  

 

○タブレットを利用したことによる意欲の高まり 

グループに１台ずつタブレットが配布されました。各グルー

プで自分たちの技の様子を撮影しながら、撮影した動画を見て、

お互いにアドバイスをする姿が見られました。また、撮影され

た動画を見ることによって、自分自身の技の改善点が明確とな

り、技に挑戦することへの意欲が高まりました。 

 

１年５組 英語科「Lesson 2 My School」 K 先生 R 先生 

○TT を生かして導入を行い、その内容をスムーズに活

動に繋げたグループ活動・ペアワーク 

 

ALT との team-teaching を行ったことにより、導入の

場面や練習の場面で、どのようなやり取りを本時行って

いくのかが生徒にとって分かりやすくなり、グループ活

動にスムーズにつなげることができました。グループ活

動での支援も、ALT と連携して指導することで、生徒の

対話活動をより促すことができました。 

 

 

３年３組 数学科「平方根」 T 先生  

○授業のスタートは既習事項のドリル 

どの生徒も真剣に取り組み、前時までの学習内容を確認していました。このような積み重ねが、基礎基本

の定着につながると思われます。 

○生徒が自由に活動できる教具、場面 

 授業が始まり、学習問題が「いろいろな面積をもつ正方形を描い

てみよう」とすえられ、方眼紙が配られました。生徒は、方眼紙に

自由に正方形を描いていく中で、「こんな描き方もあったのか！」と、

自分の方眼紙にも同じ図形を描く姿が見られ、友の意見から自分の

図形への見方を広げる場面が見られました。 

 

第 2回の予定  9月 19日（水） 社会 国語 

 第 3回の予定 11月15日（木） 理科（信教全県研究大会） 

平成 30 年 7 月 17日 (火) 

長野市立裾花中学校 

       ＮＯ．２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクハラや生徒に関わる相談窓口は 

  小山きよみ（養護教諭） 

  森川 美弥（養護助教諭） 

  黒沢 浩二（教務主任） です 

 長野市立 裾花中学校 

 文責 山口 近（教頭） 

 電話：026(226)1804 

FAX：026(226)1881 

電子ﾒｰﾙ susobanajh@nagano-ngn.ed.jp 

HP：http://www.nagano-ngn.ed.jp/susobana 

【夏休み中の学校閉庁日について】 

裾花中学校では、８月１３日（月）、１４日（火）、１５日（水）、１６日（木）の４日間を学校閉庁

日とさせていただきます。日直の職員がおりませんので、ご了承ください。なお、緊急の場合は、通

常の土曜日・日曜日と同じように、学級担任へ連絡していただきますようにお願いします。 

創立 60 周年記念事業について 

 

創立 60 周年記念事業の内容が、実行委員会で決まりました。 

講演会につきましては、ご都合がつきましたら、ご聴講ください。 

 

◇ 7 月 25 日（水）記念講演会①（14:15～14:45） 

バレーボール教室（15:10～16:00） 

       講師：山田美花選手（本校卒業生。株式会社デンソー所属） 

◇ 9 月 28 日（木）記念講演会②（13:15～）＊予定 

       講師：小林照幸氏（安茂里出身。作家） 

       演題：未定 

◇ 記念品作成 北体育館旧床板を利用して作成 

◇ 学校ホームページのリニューアル 

◇ 記念パンフレット発行 

◇ 新聞広告（信毎・市民新聞） 

情報モラル講演会 

「あなたの使い方はだいじょうぶ？ 

～ ゲーム機、スマートフォンなどでトラブルにあわないために ～ 

３つの NO ①アクセスしない ②書き込まない ③絶対に会わない 

７月１２日に、セーフティーネット総合研究所の南澤信之さんと県警スクールサポーター瀧澤喜

美子さんによる講演会が行われました。写真や動画の流出の怖さや、動画や画像をアップすること

で一生の傷になってしまうことなどについて、教えていただきました。 

夏休みに入ると、自由な時間が増えます。そういう時こそ、自分自身をコントロールしてトラブ

ルを起こさない、巻き込まれないようにしましょう。 


